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Table of Contents 


・ 子 の な い 忘 駐 


子 の な い 恋 文 


昼食 後 の ひ と と き 、 レ イラ は 、 手 紙 を 書 こ うと 思っ て 、 羽 ペン と 
イン ク 吉 、 そ れ に 紙 を 取り 出し て 、 テ ー ブ ル の 上 に 並べ た 。 
レイ ラ が 、 慣 れ た 手つき で 、 紙 に 文章 を し た た め て いる と 、 テ ー 
ブル の 上 に 、 ひ ょ っ こり と 小さ な 頭 が 顔 を 出 し た 。 

「 か ー た ん 、 な に し て ゆ ? 」 

3 歳 の 娘 、 マ ァ ム が 、 椅 子 の 上 に 乗っ て 、 レ イラ の 手元 を の ぞ き 
込ん で いた 。 

レイ ラ は 、 急 いで イン ク 吉 を 手元 に 引き 寄せ 、 マ アム に ひっ くり 
返さ れ な いよ うに し た 。 

ーー 安心 し た と ころ で 、 レ イラ は マ ァ ム に 微笑 ん だ 。 

「 お 手 移 を 書い て いる の よ 。 」 

「 お て まみ ? 」 

舌 足ら ず な 声 で 、 マ ァ ム が 聞き 返し た 。 

レイ ラ は つ な ず いた 。 

Noep 

この 前 ね 、 遠 く の 教会 の 神父 様 に 、 楽 草 の 種 を いた だ いた の よ 。 
その お 礼 の お 手紙 を 書い て いる の 。 」 

だ が 、 幼 ! マ ァ ム に は 、 レ イラ の 話す 内 容 は 難し か っ た よう で 、 
首 を か し げ て いた 。 

マ ァ ム は 、 有 再度 、 レ イラ に 尋ね た 。 

「 お て まみ 、 な に ? 」 

「 お 手 多 、 だ で ぞ 、 マ ァ ム 。 」 

近く で 聞い て いた 父親 の ロカ が 口 を は さん だ 。 マ ァ ム も 吉 い 王 
す 。 

「 お て まみ 。 」 

だ が 、 や は り けり 正 確 に は 発音 で き な か っ た 。 ま だ 3 歳 の 彼女 は 、 勿 
児 吉 葉 で し か 語れ な か っ た の だ っ た 。 

レイ ラ が 、 マ ァ ム に 吉 葉 を か けた 。 

「 マ アム 、 お 手 多 っ て いつ の は ね 、 遠 く の 人 に 、 計 葉 や 気持 ち を 伝 
える も の よ 。 こ うし て 、 字 で 書く の よ 。 」 


「 ふーん 。 | 
マ ァ アム は 、 レ イラ の 手元 と 、 母 の 顔 を 見 比べ な が ら 感 心 し た よう 


な 声 を 上 げた 。 
や が て 、 彼 女 は 、 ば っ と 笑み を 浮か べ る と 、 勢 いよ く 声 を 上 げ 
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「 マ アム も か くく 一! 」 
「 おいおい 、 ま だ マ ァ ム は 字 が 書け な い だ ろ ? 」 
ロカ が そう 吉 う と 、 マ ァ ム は 風船 の よう に 膨れ て 如 っ た 。 
「 が か 一 く 一 の ー! 」 
「 は い は い 。 」 
レイ ラ は 、 マ ァ ム の 前 に 、 紙 と 、 黒 負 の 棒 を 出し た 。 簡易 な 鉛 革 
だ 。 
マ ア ム は 、 き らき ら と 目 を 輝 か せ 、 黒 鉛 棒 を 握り し め る と 、 思 い 
切り 、 紙 に 大 きく 書き 殴っ た 。 
その 実に 楽し そう な 様子 に 、 口 カカ は 、 マ ァ ム の 手元 を の ぞ き 込ん 
だ 。 何 を 書い て いる の か 、 人 不思議 だ っ た の だ 。 
口 カ は 、 苦 笑 し た 。 
「 おいおい 、 マ ァ ム 、 何 を 書い て いる ん だ ? 」 
「 で ぐる ぐる 一 ! 」 
マ ァ ム は 、 大 き な 紙 いっ ぱい に 、 何 重 に も 渦巻 き を 書い て いた 。 
まだ それ し か 書け な い の だ 。 
レイ ラ も 苦笑 し た が 、 拳 で 黒鉛 棒 を 握り し め 、 楽 し そう に 渦巻 き 
を 書い て いる マ ァ ム を 見 る と 、 微 笑 ま し く な っ た 。 
「 あ ら 、 マ アム 、 よ く 書 けた わ ね 。 」 
する と 、 口 カ も うつ な ずい た 。 
「 つ ん つん 、 立 派 な 渦巻 きだ な 。 」 
する と 、 マ ァ ム は 気 を よく し た の か 、 ま すま す 笑 み を 浮か べた 。 
「 マ アム 、 じ ょ うつ じゅ ー! 」 
上 手 だ と 吉 っ て 、 自 画 自 人 賛 を し て いる 。 
「 マ アァ ム 、 そ れ は 誰 へ の お 手紙 ? 
する と 、 マ ァ ム は 、 一 瞬き ょ と ん と し た が 、 ま た すぐ に 笑顔 に 
な っ た 。 
「 と ーー たん! 」 


マ ァ ム は 、 黒 鉛 で 真っ 黒 に な っ た 手 の ま ま 、 大 き な 渦 巻き を 書い 
た 紙 を 持っ て 、 椅 子 か ら 飛 び 降 り た 。 

そし て 、 口 カ に 駆け 寄っ た 。 

「 と ーー た ん 、 は い ! お て まみ ! 」 

「 あ り が と な ー、 マ ァ ム ! 」 

ロカ は 、 マ ァ ム か ら の 手紙 を 受け 取る と 、 マ ァ ム を 片手 で 抱き 上 
げた 。 

する と 、 マ アァ ム は 、 口 カ の 類 に 大 を 寄せ て 、 そ っ と キス を し た 。 

と た ん に 、 口 カ の 顔 が ゆる お む 。 

「 マ ァ ム ー- ! お 前 は も う ・・・ な ん て か わい いい ん だ ーー ! 」 

マ ァ ム を 左腕 1 本 で 抱き 上 げた まま 、 ロ ロカ が マ ァ ム の 体 を ゆす っ 
て や る と 、 マ アァ アム も きゃ や あき ゃ やあ 吉 っ て 喜ん だ 。 

マ ァ ム は 口 カ の 腕 か ら 下 り て くる と 、 ま た 椅子 の 上 に 乗っ た 。 

「 か ー た ん 、 も っ と 。 」 

「 は い は い 。 」 

マ ア ァ ム の 求め に 応じ て 、 レ イラ は また 紙 を 出し た 。 

する と 、 マ アァ アム は 、 同 じ よ うに 、 黒 鉛 棒 で 、 ぐ る ぐる と 大 き な 渦 
巻き を いく つも 書い た 。 

そし て 、 気 が 済む まで 書く と 、 椅 子 か ら 飛 び 降 り 、 今 度 は レイ ラ 
に 駆け 寄っ た 。 

「 か ー た ん 、 お て まみ 。 」 

「 あ ら 、 あ り が と うつ 、 マ ァ ム 。」 

そし て 、 レ イラ が か が みこ むと 、 マ ァ ム は 、 父 に し た の と 同じ よ 
うに 、 母 の 類 に キス を し た 。 

レイ ラ は 、 く すぐ で っ た そう に 微笑 ん だ 。 

マ ア ァ ム は また 椅子 に 飛び 乗る と 、 3 枚 目 の 紙 に も 同じ よう に 何 や 
ら 書 き 殴 っ て いた 。 

両親 に は も うつ 手紙 を 書い た の に 、 な お も 、 同 じ よ うに 、 ど う や ら 
お 手 紙 らし きも の を 書い て いる 娘 を 、 口 カ は 不思議 そう に 眺め て い 
た 。 

「 マ ァ ム 、 そ れ も お 手紙 か ? 」 

「 つ ん! 」 

マ ア ァ ム が 力強く 返事 を する 。 


そう し て いる 間 に も 、 彼 女 は 顔 を 上 げ る こと は な く 、 楽 し そう 
に 、 渦 巻き を いく つも 紙 の 上 に 書い て いた 。 
愛娘 の 有り 様 を 微 話 まし く 思 いな が ら 、 口 カカ は 笑み を 浮か べ て 彼 
女 に 尋ね た 。 
「 誰 へ の お 手 和 多 な ん だ 2? お じい ちゃ ん か ?」 
「 あの ね ー、 に いり い に! 」 
意表 を つい た その 答え に 、 た ち ど こ ろ に 口 カ の 顔 が 曇っ た 。 
対照 的 に 、 レ イラ は 笑顔 を 浮か べ て いる 。 
レイ ラ は 、 娘 に 話し か けた 。 
「 マ アァ アム 、 に い に に お 手紙 出す の ? 」 
「 つ ん! 」 
マ ア ム に 冗 は いな い 。 
その 彼女 が 「 に い に 」 と 呼ぶ の は ひと り だ け だ 。 
つい 先日 、 ア バン と と も に この ネイ ル 村 を 訪れ た 、 彼 の 弟子 の 少 
年 注 つ だ 。 
ロカ は 、 い ら だ ち を 隠せ な いま ま 、 咳 いた 。 
・・・ あ の ガキ 。 」 
だ が 、 マ アァ ム は 、 笑 顔 の まま 、 黒 鉛 棒 を 置く と 、 彼 女 の 書き 上 げ 
こ お 手 紙 を 両手 で 掲げ て 誇らしげ に 吉 っ た 。 
「 で きた 一 ! 」 
「 あ ら 、 上 手 に 書け た わ ね 。 」 
母 に 褒め られ て 、 マ アム は ます ます 気 を よく し た 。 
「 あの ね 、 に い に に 、 お て まみ わた し て 、 ち ゅ ー す る の 。 」 
する と 、 と た ん に ロカ が 口 を は さん だ 。 
駄目 だ っ ! マ ァ ム 、 1 が お 前 が キス し て いい 男 は 、 父 さん だ 
「 え ー、 に い に に も ちゅ ー す る 一 。 」 
人 
父 娘 の や り けり 取り を 、 レ イラ は お か し そう に 眺め て いた 。 
の 寺 和 マ ア ァ アム に 声 を か けた 。 
「 マ アァ ム 、 今 度 、 先 生 と に い に が 来 た ら 渡し まし ょ つね 。 
この お 手紙 は 、 そ れ ま で 母さん が 預かっ て いる わ ね 。 』 
「 つ ん っ 1 !』 


マ ァ ム は 勢い 良く つ な ず いた 。 
レイ ラ は 愛娘 に 微笑 お むと 、 彼 女 が 初め て 書き 上 げた ラブ レタ ー を 
そっ と 折り た た ん だ 。 


関 の 屋 を ノッ ク す る 音 に 気が付き 、 レ イラ は その ドア を 開け 、 
客人 を 招き 入れ た 。 

屋 の 外 に は 、 彼 女 の 思 っ た と お り の 人 物 が 仔 ん で いた 。 

レイ ラ は 笑顔 で 彼 を 出迎え た 。 

「 い いら つ し ゃ い 、 ヒ ュ ン ケル 。 そ ろ そ ろ 来 る と 思っ て いた わ 。 』 
対す る ヒュ ン ケ ル は 、 恐 縮 し た 様子 で 、 軽 く 頭 を 下げ た 。 

「 毎日 、 す み ま せ ん 。 レイ ラ さ ん 。 』 

あつ を 、 導 つづ で 。 』 

レイ ラ は 、 ヒ ュ ン ケル を 自宅 に 招き 入れ る と 、 リ ビン グ に 座ら せ 
た 。 そ し て 、 こ こ 数 日 と 同じ よう に 、 奥 の 部 屋 か ら 何 若 も の 医学 書 
を 持っ て ヒュ ン ケ ル の 前 に 出 し た 。 

Wa 病 夫 

こっ ち が 昨 日 途中 まで 読ん で た も の ね 。 

これ は 新しい 本 。 」 

「 あ り が と うつ ござ いま す 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 レ イラ に 出さ れ た 医学 書 を 開く と 、 昨 日 し お り を 
挟ん だ と ころ か ら 読 み 始 め た 。 

レイ ラ は 台所 に 行き 、 か ま ど の 火 に か けた まま の 鍋 を 下ろ し た 。 
鍋 の 湯 を ポッ ト に 注ぎ 、 ヒ ュ ン ケル に 出す お 恭 を 用 意 し た 。 

香り の よい 人 ル ハーブ ティ ー を 入れ る と 、 レ イラ は ヒュ ン ケ ル の 前 に 
カッ プ を 置い た 。 

ie どう ぞ 、 

「 い つも あり が と うつ ござい ます 。 」 

「 わからない と ころ が あっ た ら 聞 いて 。 」 
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レイ ラ は 、 ネ イル 村 で 医業 を 引き 受け て いる の で 、 彼女 の 自宅 に 
は 医学 書 が 何 冊 も あっ た 。 専 門 的 な 本 ば か りな の で 、 初 心 者 が 読む 
に は 難解 だ と レイ ラ は 思っ て いた 。 

その た め 、 ヒ ュ ン ケル に も 、 わ か ら な いと ころ が あっ た ら 聞 く よ 


うに 声 を 掛け て いた が 、 ど つう や ら 、 余 計 な 配慮 だ っ た らし い )。 

ヒュ ン ケ ル は 難なく 、 専 門 書 を 読み 進め て いた 。 聞け ば 、 魔 界 
で 、 あ る 程度 の 学問 を 修め ゆ て いる そう だ 。 
も っ と も 、 ヒ ュ ン ケル が こう し て 、 わ ざわ ざ レ イラ の と ころ まで 医 
学 書 を 読み に 来 て いる の は 、 な に も 医者 を 務め よう と し て の こと で 
は な か っ た 。 

レイ ラ は 、 ヒ ュ ン ケル に 声 を 掛け た 。 

「 理解 が 進ん だ か し ら ? 」 
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「 そ つや っ て 、 知 識 を 得 よ うと し て くれ る の は あり が た いわ 。 で も 
ね 、 ヒ ュ ン ケル 、 難 し く 考 えな いで ね 。 こ の 村 の 男性 で も 、 女 性 の 
体 や 妊娠 、 出 産 の こと は ほとん ど 知 ら な いっ て いう 人 が 多い の 
に 
「 え え 。 た だ 、 村 の 人 は 、 経 験 で 、 身 近 な 女性 の 妊娠 、 出 産 を 見 て 
き て いる と 思い ます 。 俺 に は 、 全 くそ ん な 経験 も な い 。 知 識 で 埋め 
て いく 方 が 楽 だ と 思い まし た 。 

何 も 知 ら な い の で は 、 マ ァ ム に 申し 訳 が あり ませ ん 。 」 

「 そう 言っ て くれ る の は 、 嬉 し いわ 。 」 

愛妻 の 体 を 気遣っ 様 子 の ヒュ ン ケ ル に 、 レ イラ は 嬉し 気 に 微笑 ん 
だ 。 

マ ア ァ ム に 子ども を 授かっ た と 気付 いた の は 、 つ い 1 か 月 前 の こ 
fe 

ヒュ ン ケ ル は 、 こ の 慶事 を 喜ん だ も の の 、 そ れ ま で 、 全 く 和 経験 の 
な か っ た この 事態 に 、 彼 は 大 い に 戸 惑 っ た 。 そ し て 、 何 と か 知識 を 
つけ よう と 思っ た の だ ろう つう 。 こ の と ころ 、 村 の 仕事 が 終わ る と 、 彼 
は レイ ラ の 元 を 尋ね て 、 医 学 書 を 読み 漁っ て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 こ の 日 も いつ も の よう に 、 レ イラ に 用 意 し て も 
ら っ た 専門 書 を 読み 進め て いた 。 

その と き 、 ふ と 、 彼 は 、 ペ ー ジ の 隙間 に 挟ま れ て いる 紙片 を 見 つ 
けた 。 

その 抵 片 は 、 4 つ に 折り た た まれ 、 端 の 方 は 黄ばん で いた 。 
開い て 中 を 見 て みた が 、 彼 に は 全く 理解 が で き な か っ た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 レ イラ に 尋ね た 。 


「 レ イラ さん 、 こ れ は ? 挟ま っ て いま し た 。 」 

そつ 喜 っ て 、 レ イラ に 紙片 を 手渡 し た 。 

レイ ラ も 始め は 不思議 そう に し て いた が 、 その 紙片 を 開く と 、 と 
た ん に 笑顔 に な っ た 。 

「 あ あ ! こ れ ! 

こん な と ころ に あっ た の ね ・ 

研 う 言 ら : で 、。 レ イラ は 、 壇 し そう に その 紙片 に 視線 を 落と し た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 不思議 そつ に レイ ラ に 視線 を 送っ て いた 。 

する と 、 ヒ ュ ン ケル の 視線 に 気付 UM た レイ ラ が 、 彼 を 見 上 げた 。 
「 これ は 、 貴 方 の も の ね 。 」 

「 え ? 」 

ます ます 意味 が 分 か ら ず 、 ヒ ュ ン ケル は 戸惑っ た 。 
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これ は 、 マ ァ ム が 貴方 に 書い た 手 径 よ 。 あの 頃 の マ ア ァ アム は まだ 小 

埋まり に の 提 に こ べ こ つ の ロ 
書い て な いけ ど ね 。 

中 方 と アバ ン 様 が この 村 を 出 て 、 1 か 月 、 2 か 月 くら い 経 っ た 中 
だ っ た か し ら ね 。 

に い に に 渡す ん だ 、 っ て 言っ て 書い て た わ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 戸 惑 っ た 声 の まま 、 吾 葉 を 返し た 。 

・ 俺 に ? 」 

レイ ラ は うなずい た 。 

「 し まい 込ん じゃ っ て 、 ど こ に 行っ た か と 思っ て た けど 、 見 つけ て 
も ら っ て よかっ た わ 。 」 

そう 喜 っ て 、 レ イラ は 、 そ の 紙片 を も と の よう に 4 つ折 り に する 
と 、 ヒ ュ ン ケル に 差し 出し た 。 

「 貴方 に 渡す まで 私 が 預かっ て る っ て 、 マ ア ム に 約束 し て た の よ 。 

よかっ た 。 見 つか っ て 。 

は い 、 ど う ぞ 、 ヒュ ン ケ ル 。 

マ ア ァ アム か ら 貴 方 へ の 、 最 初 の ラブ レタ ー よ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 驚 き を 隠せ な い 表 情 の まま 、 レ イラ か ら そ の 抵 片 
を 受け 取る と 、 そ こ に 視線 を 落と し た 。 

そん な 彼 に 、 懐 か し びび よう に 、 レイ ラ が 吉 葉 を か けた 。 


「 あの 頃 の マ ァ アム は 、 貴 方 の こと が 大 好き だ っ た も の ね 。 に い 
に 、 っ て 吉 っ て 、 よ く 後 を つい て 行っ て た わ ね 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 レ イラ の 詩 葉 を 聞き な が ら 、 幼 ! マ アム か ら の 時 
を 超え て 届い た 手紙 を 見 つめ て いた 。 

その 紙片 の 裏 に 、 ま だ 小さ か っ た あの 頃 の 彼女 の 姿 が 交 っ た 。 
ー に い に 、 だ ー い し ゅ き ! 

愛 お し さ に 、 目 頭 が 熱く な る 。 

少年 だ っ た あの 日 の 自分 が 、 同 じ よ うに 、 こ の 手紙 を 見 つめ て い 
る よう で あっ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 心 の 中 で つぶ や いた 。 
ー・・・ 俺 は 、 あ の 頃 か ら 、 お 前 に 心 春 われ て いた ん だ な ・・・。 
そう し て 、 ヒ ュ ン ケル は 懐か し 気 に 微笑 むと 、 ち いさ な マ ァ ム か 
ら の 恋文 に 大 を 寄せ た 。 

少年 だ っ た 彼 が 、 あ の 頃 の マ ァ ム の 類 に キス を する よう に 、 そ っ 
と 。 

幼い 日 の 思い 出 に 寄り 添い な が ら 。 


